
凱 

風
（
夏
か
ら
秋
に
吹
く
南
風
）

が
い   

ふ
う

　

総
選
挙
は
長
年
の
自
民
党
の
宿

痾
（
し
ゅ
く
あ
）
が
露
呈
、
公
明

党
の
敗
北
と
合
わ
せ
与
党
の
過
半

数
割
れ
と
な
っ
た
。
野
党
政
権
樹

立
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
来
夏
の

参
院
選
に
向
け
、
野
党
第
１
党
、

立
憲
民
主
党
の
「
技
」
が
試
さ
れ

る
。
議
席
増
は
勝
ち
取
っ
た
が
比

例
票
の
伸
び
悩
み
は
大
き
な
問
題

で
あ
る
。
躍
進
し
た
国
民
民
主
党

は
、
手
取
り
収
入
の
増
加
を
訴
え
、

「
１
０
３
万
円
の
壁
」
を
打
破
す

る
べ
く
自
民
党
の
誘
い
に
応
じ
て

い
る
が
、
政
策
の
「
底
の
浅
さ
」

が
露
呈
す
れ
ば
、
国
民
か
ら
簡
単

に
見
放
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
ア
メ
リ

カ
大
統
領
選
挙
の
結
果
を
見
る
限

り
、
共
和
党
は
低
所
得
層
の
支
持

を
拡
大
し
「
労
働
者
の
党
」
に
な
っ

た
よ
う
で
、民
主
党
は
高
所
得
「
知

的
水
準
の
高
い
層
」
を
支
持
基
盤

に
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の

傾
向
は
日
本
の
政
治
に
も
忍
び
寄

り
つ
つ
あ
り
、
連
合
を
基
盤
と
す

る
労
働
者
の
投
票
行
動
が
気
に
な

る
。
次
回
の
参
院
選
が
天
下
分
け

目
の
戦
い
に
な
る
。（
峰
）

　

全
国
中
小
企
業
団
体
連
合
会

（
全
中
連
）は
11
月
７
、８
日
、東
京

都
荒
川
区
の
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
日
暮

里
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド
で
、第
38
回
中
小

企
業
問
題
研
究
集
会（
中
研
集
会
）

を
開
催
し
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
の
３

年
間
は
リ
モ
ー
ト
開
催
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
し
た
が
、
昨
年
か
ら
全

国
の
仲
間
が
集
い
、
ネ
ッ
ト
で
の
実

況
配
信
も
行
い
な
が
ら
開
か
れ
ま

し
た
。今
回
の
講
演
テ
ー
マ
は
５
つ

全
中
連  

第
38
回
中
研
集
会
開
く  

11
月
７
・
８
日（
東
京
）

全
国
か
ら
会
員
が
集
い
実
況
配
信

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

マイナ保険証について講演を聞く中研集会会場の参加者
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道商工連交流晩会

と　き　12 月 5 日（木）18 時から

ところ　ホテルポールスター札幌

会　費　8０００円　会場は各テーブルを囲む立席形式です

　（札幌市中央区北 4 西 6）

　年末恒例の「交流晩会」を下記の日程で開催します。会員企業の代表
者をはじめ、顧問や相談役を務める衆参国会議員や道議、市議らが多
数出席します。名刺を多めにご持参のうえ、多数ご参加ください。

年末恒例

で
、① 

育
成
就
労
、② 

マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
今
後
、③ 

チ
ャ
ッ
ト
Ｇ

Ｐ
Ｔ
の
活
用
、④ 

カ
ス
ハ
ラ
の
現

状
と
課
題
、⑤ 

ふ
る
さ
と
納
税
、に

つ
い
て
で
し
た
。育
成
就
労
と
チ
ャ

ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
講
演
概
要
も
紹
介

し
ま
す
。

恩
田
和
明
幹
事
長
の
開
会
挨
拶

　

11
月
５
日
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領

選
挙
で
ト
ラ
ン
プ
氏
の
当
選
が
決

ま
り
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
中
東
ガ
ザ
の

戦
争
な
ど
、
世
界
で
激
変
の

予
感
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。国

内
で
は
、
10
月
27
日
投
開
票

の
衆
議
院
選
挙
で
自
民
・
公

明
の
与
党
が
過
半
数
割
れ

し
、
国
民
民
主
党
が
議
席
を

３
倍
に
伸
ば
し
、
キ
ャ
ス
テ
ィ

ン
グ
ボ
ー
ト
を
握
り
ま
し
た

が
、
来
夏
の
参
議
院
選
挙
に

つ
い
て
も
注
視
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

ど
こ
の
地
域
も
会
員
の
高

齢
化
が
進
み
、
若
い
世
代
の

参
加
が
少
な
い
と
い
う
悩
み
を
抱

え
て
い
ま
す
。そ
こ
で
今
回
の
中
研

集
会
は
、
初
日
に
育
成
就
労
や
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
、
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
な

ど
、若
い
人
に
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
ま
し

た
。



（２）
　

現
在
、
日
本
で
就
労
す
る
外
国

人
は
２
０
２
３
年
10
月
末
現
在
２

０
４
・
９
万
人
で
、内
訳
は

① 

専
門
的
・
技
術
的
分
野
の
在
留

資
格
者
約
59
・
６
万
人
。

② 

特
定
活
動
（
経
済
連
携
協
定
に

よ
る
外
国
人
看
護
婦
・
介
護
福
祉

候
補
者
、ワ
ー
キ
ン
グ
・
ホ
リ
デ
ー

等
含
む
）が
７
・
２
万
人
。

③ 

技
能
実
習
生
（
技
術
移
転
を
通

じ
た
国
際
協
力
が
目
的
）
が
41
・

３
万
人
。

④ 

資
格
外
活
動
（
留
学
生
の
ア
ル

バ
イ
ト
１
週
間
28
時
間
以
内
等
）

35
・
３
万
人

⑤「
永
住
者
」「
日
本
人
の
配
偶
者
」

「
永
住
者
の
配
偶
者
」「
定
住
者（
主

に
日
系
人
）」が
61
・
６
万
人
。

技
能
実
習
制
度
の
実
態

　

こ
の
制
度
は
、
在
留
期
間
３
年

の「
技
能
実
習
制
度
」と
技
能
習
得

で
在
留
期
間
が
延
長
さ
れ
る
「
特

定
技
能
制
度
」
の
二
つ
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。２
０
２
３
年
末
の

技
能
実
習
生
数
は
40
万
４
５
５

６
人
。コ
ロ
ナ
禍
で
２
０
２
１
年

は
27
万
６
１
２
３
人
ま
で
急
減
し

ま
し
た
が
、
感
染
症
の
収
束
で
過

去
の
実
績
に
回
復
し
ま
し
た
。

　

実
習
生
の
受
け
入
れ
が
多
い
の

は
、①
ベ
ト
ナ
ム
50
・
２
％
、②
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
18
・
４
％
、③
フ
ィ
リ

ピ
ン
８
・
９
％
、④
中
国
７
・
１
％
、

⑤
そ
の
他
15
・
４
％
で
す
。

　

受
け
入
れ
形
態
で
は
団
体
管
理

型
が
98
・
３
％
を
占
め
、
企
業
が

単
独
で
受
け
入
れ
て
い
る
の
は
１
・

７
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

両
制
度
の
見
直
し
３
つ
の
視
点

　

国
際
的
に
理
解
さ
れ
、
わ
が
国

が
外
国
人
に
選
ば
れ
る
国
に
な
る

た
め
の
見
直
し
で
３
つ
の
視
点
が

が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

① 

外
国
人
の
人
権
保
護
で
、
労
働

者
の
権
利
性
を
高
め
る
こ
と
。

② 

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
し
つ
つ
活
躍
で

き
る
分
か
り
や
す
い
仕
組
み
を
作

る
こ
と
。

③ 

安
全
安
心
・
共
生
社
会
の
実

現
に
資
す
る
も
の
に
す
る
こ
と
。

育
成
就
労
制
度
の
概
要

　

技
術
移
転
の
国
際
協
力
か
ら
、

人
材
育
成
と
人
材
確
保
を
目
的
に

し
、
受
け
入
れ
に
あ
た
り
日
本
語

能
力
Ａ
１
相
当
以
上
の
試
験
の
合

格
を
条
件
に
し
ま
し
た
。

　

育
成
就
労
期
間
３
年
で
、
技
能

検
定
試
験
と
日
本
語
能
力
Ａ
２
相

当
を
身
に
付
け
れ
ば
在
留
期
間
が

５
年
延
長
さ
れ
る
「
特
定
技
能
１

号
」が
得
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
技
能
と
日
本
語
能
力
Ｂ

１
相
当
に
な
れ
ば
在
留
期
間
制
限

が
な
く
な
り
ま
す
。

制
度
施
行
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

【
２
０
２
４
年
度
】 

に
基
本
方
針
、

技
能
実
習
制
度
の
見
直
し（
育
成
就
労
制
度
の
創
設
）に
つ
い
て

              

講  

師
　
上
野
格
嗣  

厚
生
労
働
省
人
材
開
発
統
括
官
付

　
　
　                         

　
　
　
海
外
人
材
育
成
担
当
参
事
官
室
長
補
佐

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

育成就労について解説する上野格嗣厚労省参事官室長補佐



３
　

10
月
27
日
投
開
票
の
衆
議
院
選

挙
で
道
商
工
連
推
薦
の
候
補
者
が

全
員
が
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

立
憲
民
主
党
は
道
内
す
べ
て
の
12

総
選
挙
で
道
商
工
連
の
推
薦
候
補
全
員
が
当
選

道
内
立
憲
12
小
選
挙
区
の
候
補
は
比
例
含
め
全
員
議
席

小
選
挙
区
に
候
補
者
を
擁
立
、
小

選
挙
区
で
９
人
、
比
例
区
で
３
人

の
合
計
12
人
が
当
選
を
果
た
し
、

全
選
挙
区
の
候
補
者
す
べ
て
が
議

席
を
得
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
連
合
北
海
道
が
推
薦

し
た
国
民
民
主
党
候
補
が
当
選

し
て
い
ま
す
。

　

道
商
工
連
は
立
憲
、
国
民
の

当
選
さ
れ
た
議
員
の
皆
さ
ん
を

顧
問
に
委
嘱
す
る
予
定
で
す
。

　

２
０
２
２
日
11
月
30
日
、
世
界

に
衝
撃
が
走
り
ま
し
た
。
人
工
知

能
開
発
の
米
国
企
業
Ｏ
ｐ
ｅ
ｎ
Ａ

Ｉ（
オ
ー
プ
ン
エ
ー
ア
イ
）
が
Ｃ
ｈ

ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
公
開
し
た
の
で

す
。
ス
イ
ス
の
金
融
グ
ル
ー
プ
Ｕ

Ｂ
Ｓ
に
よ
る
と
、Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ

Ｔ
を
実
際
に
利
用
す
る
ユ
ー
ザ
ー

数
が
１
億
人
に
到
達
し
た
の
は
２

カ
月
後
と
史
上
最
速
で
す
。

　

こ
の
大
規
模
言
語
モ
デ
ル
の
仕

組
み
と
、
実
際
の
利
用
法
に
つ
い

て
話
を
聞
き
ま
し
た
。Ａ
Ｉ
は
、

か
つ
て
パ
ソ
コ
ン
が
職
場
環
境
を

激
変
さ
せ
た
よ
う
に
、
今
後
の
会

社
経
営
に
欠
か
せ
な
い
も
の
だ
と

言
い
、Ａ
Ｉ
は
自
分
の
足
り
な
い
部

分
を
補
っ
て
く
れ
る
も
の
だ
と
も

強
調
し
ま
す
。

実
際
に
使
っ
て
み
よ
う

　

ま
ず
、
各
自
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
に
無
料
で
利
用
で
き
る
Ｃ
ｈ
ａ

ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
、

【小選挙区の当選者】
 １区　道下　大樹 （みちした・だいき）　立憲民主
 ２区　松木　謙公 （まつき・けんこう）　  立憲民主
 ３区　荒井　　優 （あらい・ゆたか）        立憲民主
 ４区　大築　紅葉 （おおつき・くれは）     立憲民主
 ５区　池田　真紀 （いけだ・まき）           立憲民主
 ８区　逢坂　誠二 （おおさか・せいじ）    立憲民主
 ９区　山岡　達丸 （やまおか・たつまる）    立憲民主
10区　神谷　　裕 （かみや・ひろし）       立憲民主
11区　石川　香織 （いしかわ・かおり）    立憲民主
【比例区の当選者】
篠田奈保子 （しのだ・なおこ）          ７区   立憲民主
西川　将人 （にしかわ・ まさひと ）  ６区   立憲民主
河原田英世 （かわはらだ・えいせい）12区   立憲民主

主
務
省
令
等
の
作
成
。

【
２
０
２
５
年
度
】 

に
分
野
別
運

用
方
針
の
作
成
（
育
成
就
労
産
業

の
分
野
の
設
定
等
。た
だ
し
分
野

の
設
定
な
ど
は
法
施
行
ま
で
の
間

も
行
う
、と
し
て
い
る
）

【
２
０
２
６
年
度
】 

に
事
前
申
請

（
管
理
支
援
機
関
の
許
可
等
）を
お

こ
な
う
。

【
２
０
２
７
年
度
】 

改
正
法
施
行

　

施
行
ま
で
に
送
出
国
政
府
と
新

た
に
二
国
間
取
り
決
め
（
Ｍ
Ｏ
Ｃ
）

の
交
渉
を
・
作
成
・
署
名
を
行
う
。

生
成
Ａ
Ｉ
と
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
活
用

  

講  

師　

青
木
昭
憲  

株
式
会
社
Ａ
ｉ
Ｎ
Ａ（
ア
イ
ナ
）取
締
役
副
社
長

解
説
を
聞
き
な
が
ら
使
っ
て
み
ま

し
た
。

　

ま
ず
、
記
入
欄
に
自
己
紹
介
で

盛
り
上
が
る
テ
ー
マ
を
10
個
挙
げ

て
く
だ
さ
い
、
と
記
載
し
て
送
信

す
る
と
、
す
ぐ
に
返
答
が
あ
り
ま

し
た
。

① 

最
近
の
趣
味
や
ハ
マ
っ
て
い
る

こ
と
：
最
近
始
め
た
趣
味
や
、
最

近
夢
中
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
話
す
。

② 

お
気
に
入
り
の
旅
行
先
や
行
き

た
い
場
所
：
こ
れ
ま
で
訪
れ
た
場

所
や
、
今
後
行
っ
て
み
た
い
場
所

に
つ
い
て
共
有
す
る
。

③ 

好
き
な
食
べ
物
と
そ
の
理
由
：

好
き
な
料
理
や
、
特
別
な
思
い
出

が
あ
る
食
べ
物
に
つ
い
て
話
す
。

　

な
ど
、
ず
ら
ず
ら
と
10
個
の
回

答
が
出
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
参
考

に
し
て
、
何
か
ア
イ
デ
ア
が
浮
か

べ
ば
目
的
達
成
で
す
。次

ペ
ー
ジ
に
続
く
）

選
挙
結
果
を
伝
え
る
新
聞
（
２
０
２
４
年
10
月
28
日
）

北海道商工連盟推薦者



（４）

長
い
文
章
の
要
約
も
得
意

　
「
下
記
の
文
を
要
約
し
て
く
だ

さ
い
」
と
入
れ
、
以
下
に
文
章
を

流
す
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
要
約

し
て
く
れ
ま
す
。

部
下
だ
と
思
っ
て
指
示
を

　

例
え
ば
、「
下
記
の
記
事
を
小

学
生
で
も
分
か
る
よ
う
に
２
０
０

文
字
で
ま
と
め
て
」
と
、
以
下
の

よ
う
に
指
示
を
し
ま
す
。

＃
目
的

初
心
者
講
習
資
料
と
し
て
使
う
。

＃
記
事
の
内
容

（
以
下
に
記
事
を
流
す
）

回
答
に
不
満
な
ら

　
「
あ
な
た
の
回
答
は
ま
だ
60
％

で
す
」
と
、
何
回
か
繰
り
返
す
と
、

回
答
の
精
度
が
上
が
り
ま
す
。

生
成
Ａ
Ｉ
に
で
き
る
こ
と

　

有
料
コ
ン
テ
ン
ツ
（
月
額
20
ド

ル
：
約
３
０
０
０
円
）
も
含
み
ま

投
票
は
世
直
し
で
き
る
第
一

歩「心
配
を
お
か
け
し
ま
し
た
」

「
し
て
ま
せ
ん
」

あ
の
民
主
育
て
ず
今
に
な
り

悔
や
む

博
打
場
に
庶
民
引
き
出
す
新

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ

「
お
変
わ
り
は
」「
あ
っ
た
か

ら
来
た
」
医
者
に
妻

同
じ
道
眺
め
が
違
う
車
椅
子

無
視
し
ま
す
レ
シ
ピ
の
「
柚

子
の
皮
少
々
」

パ
ッ
ク
ご
と
落
ち
た
卵
が
時

を
止
め

多
用
す
る
浅
い
感
想
「
深
イ

ッ
ス
」

混
浴
に
二
時
間
ず
っ
と
俺
ひ

と
り

「
好
き
に
し
て
」
言
い
方
次

第
で
天
と
地
に

プ
ロ
レ
ス
も
サ
ッ
カ
ー
ほ
ど
は

痛
が
ら
ず

台
風
と
ネ
コ
と
ゴ
ジ
ラ
は
迷

走
す

電
柱
は
歩
き
ス
マ
ホ
に
容
赦

な
し   （
毎
日
新
聞
「
仲
畑
流
万
能
川
柳
」
よ
り
）

す
が
、
音
声
入
力
が
で
き
、
外
国

語
の
翻
訳
や
、
目
的
地
へ
の
経
路

案
内
、
文
章
か
ら
の
動
画
制
作
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
ゲ
ー
ム
、
漫

画
の
制
作
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
資
料
の
制
作
や
音
楽
動
画
も
で

き
ま
す
。
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
制

作
、
カ
タ
ロ
グ
写
真
の
洋
服
の
着

替
え
、
写
真
か
ら
の
似
顔
絵
の
制

作
と
、
い
ろ
い
ろ
試
し
て
可
能
性

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
、

サ
ー
バ
ー
が
混
む
と
、
有
料
版
が

優
先
に
な
る
よ
う
で
す
。

　

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
は
公
開
か
ら

２
年
経
過
し
、
性
能
が
か
な
り
向

上
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

生
成
Ａ
Ｉ
が
ビ
ジ
ネ
ス
の
常
識
に

な
る
で
し
ょ
う
。
で
も
、
個
人
情

報
や
機
密
は
、
デ
ー
タ
が
取
り
込

ま
れ
る
の
で
利
用
を
避
け
る
べ
き

で
す
。（
文
責
編
集
部
）

前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

年
始
の
意
見
広
告
募
集
締
め
切
り

　
11
月
29
日

　

北
海
道
商
工
連
盟
は
、
機
関
紙

「
道
商
工
連
」
２
０
２
５
年
１
月

号
別
冊
に
掲
載
す
る
意
見
広
告

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

政
策
意
見
や
意
見
広
告
の
サ

イ
ズ
な
ど
詳
し
く
は
、
同
封
の
お

知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

議
員
の
皆
さ
ん
も
活
用
し
や

す
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。


